
実施要綱

２０２３

石原裕次郎コンテッサⅢメモリアル

サマーファミリーカップヨットレース



令和５年７月２７日 

会員各位 

関係者各位 

小樽港マリーナオーナーズクラブ 

   会  長    佐藤 光男 

 

２０２３石原裕次郎コンテッサⅢメモリアルサマーカップヨットレース 開催のご案内 

 

日頃より当オーナーズクラブ運営にご理解、ご協力頂きありがとうございます。 

さて、「２０２３コンテッサⅢメモリアルカップヨットレース」の開催時期が近づいて参りました。 

多くの方に気軽にご参加いただけるよう、レースのコースは「ソーセージコース」での開催を検討し、

レーティングの補正項目も増やしていきたいと考えております。 

また、レーティングは様々な艇種が増えまいりましたので、現状に合ったレーティングの見直しを随

時行いながら決定しております。 

ご家族、ご友人をお誘いの上、多くの皆様のご参加をお待ちしております。 

なお、表彰パーティーはキロロリゾート HDにご協力いただき、開催の予定です。 

内容は現在検討中ですので、お楽しみに！！ 

  

記 

 

【共 同 主 催 】  小樽港マリーナオーナーズクラブ、㈱マリンウェーブ小樽、JSAF加盟団体外洋北海道 

【協        力】  （一社）ISHIHARA、北海道ｾｰﾘﾝｸﾞ連盟・（有）祝津マリーナ 

 

＊＊＊＊＊       大  会  役  員       ＊＊＊＊＊ 

 

【大会顧問】       福田 さとし          北海道セーリング連盟会長 

【大会会長】       佐藤 光男           ＯＭＯＣ会長 

【大会副会長】      廣田 英夫           ＯＭＯＣ副会長 ＪＳＡＦ加盟団体外洋北海道会長 

【実行委員長】      小柳 貞明           ＯＭＯＣヨット部会イベント委員長 

【実行委員】       前田 章博           ＯＭＯＣヨット部会イベント委員 

岡山 徹             ＯＭＯＣヨット部会イベント委員 

川村 忠             ＯＭＯＣヨット部会イベント委員 

山戸 雅貴        ＯＭＯＣヨット部会イベント委員 

【レース委員長】     田口 真一        JSAFナショナルレースオフィサー 

【プロテスト委員長】   濱野 文          JSAFB級ジャッジ 



２０２３石原裕次郎コンテッサⅢメモリアル 

サマーカップヨットレース公示 

 

１．  共同主催    

小樽港マリーナオーナーズクラブ、㈱マリンウェーブ小樽（小樽港マリーナ）、 

ＪＳＡＦ加盟団体外洋北海道 

 

２.   協力           

(一社)ISHIHARA、北海道セーリング連盟、(有)祝津マリーナ、 

 

３.  責任の所在 

艇とクルーの安全の確保はオーナーの避けられない責任であり、オーナーは所有艇を 

十分に整備し、航海する上で必要な機能の維持と同時に荒天の海においても対抗で 

きるクルーを養成し乗り込ませるよう万全を尽くさねばならない。 

さらにオーナーは、船体、スパー、セールおよび他のすべての備品を確実に整備し、ま 

た安全備品が適正に維持格納され、それらの使用方法と置き場所をクルーに熟知させ 

ておかなければならない。 

またレース艇がスタートするか否か、あるいはレースを続行するか否かは、すべて各艇 

の責任のみで決定される。 

本レースのレース委員会及びスタッフはレースの公平な成立のみに責任を担う。 

また、レースコースにおいて、主催、運営、協力に関する団体等はレース参加艇の乗員 

及び安全について何ら責任を負うものではない。 

オーナー及び艇長は上記規定を遵守し且、クルー各人に周知徹底の上自己の責任を 

承知させること。 

 

４．  適用規則 

国際セーリング競技規則 2021－2024（以下ＲＲＳ）、日本セーリング連盟規則、公示 

を適用する。 

 

５．  参加資格 

①ＯＭＯＣ会員及び趣旨に賛同する方。 

②各艇は、有効な船舶検査証書及びそれに基づく安全備品を完備し、各艇に必要 

な小型船舶操縦士免許所持人の乗船と有効な通信手段を有すること。 

③本レース委員会の定めるレーティングを承認する艇。 

④レース中有効な保険（賠償責任保険、搭乗者傷害保険等）に加入していること。 

 

 

 



 

６．  クラス分け 

参加艇を以下のクラスに分ける。 

①Ａクラス：本レース委員会が定めたレーティングの数字が１．０８０以上の艇。 

②Ｂクラス：本レース委員会が定めたレーティングの数字が１．０８０未満の艇。 

③クルージングクラス：気軽にヨットレースに参加したい艇で自己申告とする。 

※各クラスの成立条件は参加艇数３艇以上とする。 

※ＡクラスからＢクラスへのエントリー変更は可能とするが、ＢクラスからＡクラスへの変 

更は不可とする。 

 

７．  参加申込み方法及び期限     

令和５年８月１２日(土)迄とし、所定の用紙に記入の上 FAX又は郵送で送ること。 

当日のエントリーは行わない。 

【提出先】 

㈱マリンウェーブ小樽：小樽市築港５番７号  

FAX：０１３４－２２－１３３７  

E メール：kotaka@mw-otaru.jp 

 

８．  エントリー費 

①エントリー費：ＯＭＯＣ会員 無料  一般参加者 10，000円／１艇。 

②パーティー参加料：３５００円／１名  

※一般参加者は艇長会議時に現金にて支払う事とする。 

※OMOC会員は後日請求とする。 

 

９．  艇長会議、表彰式 

①艇長会議：レース当日 令和５年８月１９日（土） ７：３０～７：４５ 

  ※各艇１名のみの参加とし、出艇申告の確認、リコールＮＯ、クラス旗を渡します。 

  ※帆走指示書の読み合わせは行いませんが、質問等には個別に対応します。 

 

②表彰パーティー 

     場所：小樽港マリーナ小公園または Aホール（雨天の場合） 

     ※キロロリゾート HD協力。 

 

１０． レース日程、スタート時刻 

    令和５年８月１９日（土）：Ａ・Ｂクラス ９：２５予告信号 ９：３０スタート。 

：クルージングクラス ９：４５予告信号 ９：５０スタート。 

 

１１． タイムリミット 

    全艇１４：００とする。 

 

mailto:kotaka@mw-otaru.jp


 

１２． 帆走指示書 

    本レースの帆走指示書は事前に配布する。 

    ※レーティング表は艇長会議時に配布する。 

 

１３.  コース     

ソーセージコース（予定）  

     Ａクラス：約９マイル、Ｂクラス：約６マイル、クルージングクラス：約３マイル 

 

１４． 成績の算出方法 

主催者独自のレーティングにより、タイムオンタイム方式で修正結果を算出する。 

 

１５． 賞 

①各クラス優勝、準優勝、３位。 （各クラス優勝は裕次郎記念カップ有り） 

②各クラスファーストホーム賞。 

③参加艇全艇に景品あり。 

④上記以外にも行う場合がある。 

※小樽カップ、メモリアルカップの２レースポイント制（得点方式）とし、総合 

順位（１位～３位）を『ＯＭＯＣクリスマスパーティー』で表彰する。 

表彰はＡ、Ｂクラスのみとする。 

※２レース総合順位はＯＭＯＣ所属艇のみを対象とする。 

 

１６． 係留場所等 

本大会参加の為、小樽港マリーナに係留を希望の場合は、小樽港マリーナまでお問 

い合わせ下さい。 小樽港マリーナ ＴＥＬ：０１３４－２２－１３１１ 

 

１７.中止基準         風速 12m以上、視認距離 1000ｍ、波高 2.5m以上。 

 

１８．問い合わせ        〒０４７－０００８小樽市築港５番７号(株)マリンウェーブ小樽  内 

「OMOC レース委員会」  ＴＥＬ（0134）22-1311 

ＦＡＸ（0134）22-1337 

                  担当：小鷹  E メール：kotaka@mw-otaru.jp 



２０２３石原裕次郎コンテッサⅢメモリアル 

サマーカップヨットレース帆走指示書 

 

1.責任の所在 

 艇とクルーの安全の確保はオーナーの避けられない責任であり、オーナーは所有艇を十分に整備し

航海する上で必要な機能の維持と同時に荒天の海においても対抗できるクルーを養成し乗り込ませる

よう万全を尽くさねばならない。さらにオーナーは、船体、スパー、セールおよび他のすべての備品

を確実に整備しまた安全備品が適正に維持格納され、それらの使用方法と置き場所をクルーに熟知さ

せておかなければならない。またレース艇がスタートするか否か、あるいはレースを続行するか否か

は、すべて各艇の責任のみで決定される。本レースのレース委員会及びスタッフはレースの公平な成

立のみに責任を担う。また、レースコースにおいて、主催、運営、協力に関する団体等はレース参加

艇の乗員及び安全について何ら責任を負うものではない。オーナー及び艇長は上記規定を遵守し且、

クルー各人に周知徹底の上自己の責任を承知させること。 

 

2，適用規則 

国際セーリング競技規則 2021－2024（以下ＲＲＳ）、日本セーリング連盟付則、公示を

適用する。 

 

3 ，安全規定 

      レース参加艇乗船者にライフジャケット未着用者がいた場合は失格とする。 

 

4 ，帆走指示書の変更及び競技者への通告 

帆走指示書の変更その他競技者への通告は、公式掲示板に掲示する。 

 

5 ，リコールＮＯ及びクラス旗  

  5-1   レース艇は予告信号後レースを終えるまで、リコールナンバー及びクラス旗を掲げなけ

ればならない。 

  5-2   リコールナンバーはバウパルピットと第一スタンションの間に掲げること。 

  5-3   リコールＮＯ及びクラス旗の返却をもって帰着報告とする。 

5-4   レース艇はクラス旗（Ａは緑、Ｂは黄、クルージングクラスは白）をバックステー（デ

ッキの上 1ｍ以上）に掲げなければならない。 

  5-5   この規則に違反したレース艇は失格とする。   

 

6 ，レース日程 

      令和５年８月１９日（土） Ａ・Ｂクラス   9：25分 予告信号 9：30スタート 

クルージングクラス 9：45分 予告信号 9：50スタート 

7 ，コース及びレースエリア 

      コースはソーセージコース。 

      レースエリアは小樽沖。 

            １マークの方位・距離はスタート前に 

本部船より指示する 

 

 

 

 

 

 

 

Ａクラス Ｓ－１－２－１－２－１－Ｆ 約9M 

Ｂクラス Ｓ－１－２－１－Ｆ 約6M 

クルージングクラス Ｓ－１－Ｆ 約3M 



8 ，スタート方法 

    ＲＲＳ規則 26を適用する。 

スタート5分前  予告信号 マリンウェーブ旗掲揚。 音声１声。 

スタート4分前  準備信号 Ｉ旗掲揚。       音声１声。 

スタート1分前  準備信号 Ｉ旗降下。       長音１声 

スタート     マリンウェ－ブ旗降下。      音声１声   

クルージングクラスはＡ・Ｂクラススタートの２０分後にスタートとする。  

 

9 ，スタートライン 

 スターボードの端にあるオレンジ旗を掲揚したポールと、ポートの端のスタートマーク

の間とする。スタート信号後10分をもってスタートラインは解消される。 

 

10 ，リコール 

10-1   リコールがあった場合は本部艇にＸ旗を掲げ、音響信号一声を発する。 

10-2   Ｘ旗掲揚の時間は全てのリコール艇がスタートライン又は延長線の内側に完全に復帰

するまで、或いはスタート信号後 6分間のいずれか早い方とする。 

 

11 ，ゼネラルリコール  

11-1   ゼネラルリコールの場合は、第一代表旗を揚げ音響信号二声を発する。 

11-2   新しい予告信号は第一代表旗の降下（音響信号を伴う）1分後に発せられる。  

                 

12 ，スタートの延期 

 スタート信号前にレースを延期又は中止する場合は、ＲＲＳ規則 27.3による。回答旗は

次の予告信号 1分前に降下される。 

 

13 ，レースの中止 

スタート信号後、レースを中止する場合は、Ｎ旗を掲げ音響信号三声を発する。 

 

14 ，コースの短縮  

    コース短縮は本部艇又は運営艇にクラス旗及びＳ旗を掲げ音響信号二声を発する。この

場合先頭艇がまさに回航せんとするマークとＳ旗を掲げたポールとの間でフィニッシュ

するものとする。 

 

15 ，コースの次のレグの変更 

      スタート後のコース変更はない。 

 

16， マークの回航 

      マークの回航は反時計回りとする。 

 

17 ，マークの紛失 

    マークが紛失又は移動した場合、レース委員会は出来ればこれを定められた位置に 

戻すか、Ｍ旗を掲げた運営艇（あるいはマーク）でこれを代替させる。 

 

18 ，フィニッシュ      

    フィニッシュラインは、マークとブルー旗を 掲げた本部艇（あるいは運営艇）のポー 

    ルの間とする。 

 

19 ，タイムリミット   

      各クラス当日の 14：00とする。 

 



20、抗 議 

  20-1  抗議旗は赤旗とし、ＲＲＳ60，61に基づき抗議しなければならない。 

20-2  抗議及び救済の申告は主催団体が準備する抗議書に記入し、最終艇フィニッシュ後 60分 

以内に 提出しなければならない。 

   20-3 審問の日時と場所を抗議締切時間後、直ちに口頭にて指示するので、抗議艇及び被抗議艇 

の艇長は指定された日時・場所に 出頭しなければならない。 

※ 抗議及び救済の申し出のある人は早い時期に本部艇携帯まで一報下さい。 

 

21 ，申告及び報告                                             

21-1 リコールＮＯ及びクラス旗を受け取ることにより出艇申告に代える。 

21-2 フィニッシュ後はすみやかにリコールＮＯ、クラス旗を返却することにより帰着申告に代

える。 

21-3 リタイヤした競技者はレース委員会又は本部船にその旨を自ら伝えなければならない。 

 

22.失格に代わる罰則 

22-1  本レースは、ＲＲＳ44.2( 2回転)を適用する。 

    自艇が ＲＲＳ第2章「艇が出会った場合」の規定に違反したことを認めたレース艇はルー 

ルに基づいた手続きを行うことで失格を免れることができる。 

22-2  但し接触の回避行動をとらず他の艇に重大な損傷を与えた場合はその艇を失格とする。 

 

23.特別規程 

  本レースは下記の特別規程を設ける。 

  ①クルージングクラス参加艇は、オートパイロットの使用を認める。 

 

本部船連絡先：090-6871-3257（小鷹） 本部船ボート マリンウェーブⅡ ヤマハＦＲ４６ 

運営艇連絡先：090-4876-5766（角野） 運営艇ボート マリンウェーブⅢ ヤマハＰＣ４１ 



２０２３ 石原裕次郎コンテッサⅢメモリアル サマーファミリーカップヨットレース実行委員会  殿

    ＦＡＸ  （０１３４）２２－１３３７

  クラス

  艇  名   艇   種 ＯＭＯＣ会員 ・ 非会員

（○印をつけて下さい）

レース中の連絡先（携帯電話番号）

   乗員名簿 氏  名
40歳
以下

70歳
以上

1 艇長

2 クルー

3 〃

4 〃

5 〃

6 〃

7 〃

8 〃

9 〃

10 〃

11 〃

12 〃

計

２０２３      年      月     日

艇長署名

エントリー費 無料 ○を付けてください
10,000
3500× 合計 円

kotaka@mw-otaru.jp

尚、レース中及び回航中を問わず、艇と乗務員の全ての安全責任は、各艇及び船長に有る事を誓約いたします。

８月１２日（土）までにレーティング適用申請書と合わせてFAXまたは郵送またはEメールにてお申込みをお願いします。

ＯＭＯＣ会員

一般参加者／1艇

上記の通り、「2023 石原裕次郎コンテッサⅢメモリアル サマーファミリーカップヨットレース」に出艇を申告いたします。

2023 石原裕次郎コンテッサⅢメモリアル
サマーファミリーカップヨットレース  出艇申告書

T E L（必須） 携帯番号

レーティング（修正後）

パーティー参加料／1名

Eメール

  リコールＮＯ



携帯電話番号

該当項目に○をつけて下さい。

○印 ＮＯ 補正値

α１ -0.03

α２ -0.03

α３ -0.02

α４ -0.02

α５ -0.02

α６ -0.02

α７ 0.01

α８ 0.03

α９ 0.02

α１０

（※１）シングルハンドは、レース参加者が１名の場合に適用。

（※３）ダクロン・テトロン以外のセイル使用の場合適用。

２０２３年　　　　月　　　　日

艇名 記入者氏名

修正値 最終レーティング

修正要素

メインファーラー装備

例：ヤマハ２６Ｃ、ヤマハ２６Ｓ等

船底塗装なし、陸置艇

レース用セイル使用（※３）

昨年度、北海道内でのヨットレースに参加していない艇。

70歳以上及び40歳以下の乗船。４名まで一人につき-0.01

昨年度サマーカップヨットレース クラス前年度優勝

２０２３石原裕次郎コンテッサⅢメモリアル
サマーファミリーカップヨットレース

レーティング適用申告書

製造会社
及び艇種

シングルハンド（※１）

ソリッドペラ（固定ペラ）

フリガナ

艇名

ホームポート

（※２）無しで申告後、レース中使用した場合は+0.04の修正。有りで申告後レース中使用しなかった場合は訂正なし。

修正値合計

プラス　　マイナス

修正要素申告欄

＝

基本レーティング

スピンセイル・ジェネカー未使用（※２）

セルフタッキングジブ装備


